
統合失調症は、100人に1人がかかると言われている大変身近な病気です。

しかし、正しく理解している人は決して多くはありません。

病気によるさまざまな症状や、当事者本人が暮らしの中で困っていることなどを知ることが大切です。

そして、医療はどのように関わっていけばよいのか、家族や周りの人はどのように寄り添えばよいのか。

最新の医療情報としての薬物治療、心理社会的なリハビリテーション、

社会復帰のための地域支援のあり方について、第一線の医師や当事者本人が語り合います。

誰もが自分らしく暮らせる、そんな希望が見える社会のためのフォーラムを開催します。

統合失調症は、100人に１人が発祥するといわれる身近な病気です。

しかし、正しく理解している人は決して多くはありません。

病気による様々な症状や、当事者本人が暮らしの中で困っている事などを知ることが大切です。

そして、医療はどのように関わっていけばよいのか、家族や周りの人はどのように寄り添えばよいのか。

最新の医療情報としての薬物治療、心理社会的なリハビリテーション、

社会復帰のための地域支援のあり方について、第一線の医師や当事者本人が語り合います。
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事前の申し込みが必要です。
申し込み方法は裏面をご覧ください。

ウィルあいち ウィルホール

3

開場：午後0時30分　開演：午後1時　終演：午後3時30分

交通

参加無料 事前の申し込みが必要です。
申し込み方法は裏面をご覧ください。

・地下鉄「市役所」駅　2番出口より東へ徒歩約10分
・名鉄瀬戸線「東大手」駅　南へ徒歩約8分
・基幹バス「市役所」下車　東へ徒歩約10分
・市バス幹名駅1「市政資料館南」下車　北へ徒歩約5分　ほか
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

定員:

会場:

日時:

700

住所：愛知県名古屋市東区上竪杉町１番地

201 7年

ウィルあいち ウィルホール

7月 日(月・祝)
（予定）

※途中休憩あり
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認定NPO法人地域精神保健福祉機構　NPO法人愛知県精神障害者家族会連合会

統合失調症は、100人に1人がかかるといわれている大変身近な病気です。

しかし、正しく理解している人は決して多くはありません。

病気によるさまざまな症状や、当事者本人が暮らしの中で困っていることなどを知ることが大切です。

そして、医療はどのように関わっていけばよいのか、家族や周りの人はどのように寄り添えばよいのか。

最新の医療情報としての薬物治療、心理社会的なリハビリテーション、

社会復帰のための地域支援のあり方について、第一線の医師や当事者本人が語り合います。

誰もが自分らしく暮らせる、そんな希望が見える社会のためのフォーラムを開催します。
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福祉ジャーナリスト

参加申し込みについて参加申し込みについて

参加ご希望の方は、はがき（単信）、FA X、メール（ホームページの申し込みフォーム）のいずれかに

1. 名前（必ず個人名を記入）      2. 郵便番号・住所       3. 電話番号       4. 参加人数 

5. ご一緒に参加される方の名前（複数名の参加を希望される場合）

を書いて、お申し込みください。

お申し込み先

〒150-0047 東京都渋谷区神山町4-14 第三共同ビル

FAX 03-3481-2088
ホームページ https://www.forum-nep.com/tougou/

※FAX送信面・番号はお間違いのないようお願いいたします。

出演者プロフィール出演者プロフィール

1971年NHK入局。「おはようジャーナル」キャスターとして教育、健康、福祉といった生活に関わる情報
番組を担当。2004年からは「福祉ネットワーク」キャスターとして、うつ、認知症、自殺対策などの現代の
福祉をテーマに、共生社会の在り方をめぐり各地でシンポジウムを開催。現在は、フリーの福祉ジャーナ
リストとして活動を続けている。

※参加証（1枚で1人入場可）は7月上旬以降、順次、希望人数分を封書でお送りいたします。
※住所などに不備があると郵送できないため、郵便番号、住所は正確にご記入ください。
※車椅子をご利用の方は事前に当係までご連絡ください。
※個人情報は適切に管理し、本フォーラムの連絡のみに使用いたします。

定員になり次第締め切り

先 着 順

名前
参加人数

人

＜ ご一緒に参加される方の名前 ＞

住所 〒 -

電話番号 ー ー

※必ず個人名をご記入ください。

※勤務先住所の場合は、勤務先名を必ずご記入ください。

ふりがな

町永 俊雄
福祉ジャーナリスト

エンタープライズ「統合失調症フォーラム 名古屋」係

統
合
失
調
症
フ
�
�
ラ
ム  

名
古
屋

電話 03-3465-0701 （平日 午前10時〜午後5時）エンタープライズ

コーディネーターコーディネーター

入場は無料ですが、事前の申し込みが必要です。

ほかにも当事者の方などにご出演いただく予定です。

徳島大学 精神医学分野 教授徳島大学 精神医学分野 教授

愛媛大学医学部 精神科 教授愛媛大学医学部 精神科 教授

1981年北海道大学医学部卒業。同大学精

神科、市立札幌病院および市立室蘭総合病

院において臨床研修し、1985年より米国

ケースウエスタンリザーブ大学へ留学して精

神薬理学の研究に従事。1987年に帰国後

は、北海道大学精神科の助手、講師、助教

授を経て、1999年より徳島大学教授。研究

面では脳科学的な方法に関心を持っている

が、診療面では心理社会的側面を重視し、

大学病院の外来ではデイケアと作業療法に

も取り組んでいる。

1985年徳島大学医学部卒業。愛媛大学大

学院修了後、米国カリフォルニア州立大学ロ

サンゼルス校神経精神医学研究所留学。帰

国後は、新居浜精神病院（現・財団新居浜

病院）医師、愛媛大学医学部精神科助手、

徳島大学医学部精神医学助教授、同大学精

神看護学教授などを経て2008年から現職。

精神疾患の病因解明、治療効果や再発評価

法の開発など精神疾患の客観的指標を明ら

かにすることで、長期的な社会復帰がより

可能となる方法の確立を目指している。

後藤 雅博 ごとう　まさひろ

FAX 03-3481-2088 下記欄にご記入の上、そのままFAXにてお送りいただけます。

お問い合わせ 

大森 哲郎

おおもり 　　 てつろう

まちなが　　  としお

上野 修一
うえの 　    しゅういち

ピアサポーター（当事者相談員）ピアサポーター（当事者相談員）

久万高原町在住。高知大学を卒業後、建材

などを取り扱う大手企業に就職。支店長と

して活躍していた30歳の時に統合失調症を

発症。“誰かに見られている”といった幻覚

や妄想に悩まされるようになり退職。その

後も症状が強くあらわれ、入退院は8回に

及んだ。35歳の時、病を受け入れて生きよ

うと考えるようになり次第に回復。当事者

が集える居場所づくりなどに力を注ぐよう

になり、現在はピアサポーターとして活動

の幅を広げている。

菅 英雄
かん 　　 ひでお

岩田 仲生
藤田保健衛生大学医学部 精神科 教授藤田保健衛生大学医学部 精神科 教授

ほか、当事者の方にご出演いただく予定です。ほか、当事者の方にご出演いただく予定です。

1989年に名古屋大学医学部を卒業後、1993年に同大

学大学院を修了。名古屋大学精神科での臨床を経て、

1996年には米国国立衛生研究所のビジティング・フェ

ローとして留学し、精神疾患の研究にも力を注ぐ。

2003年より現職。薬物療法から精神療法まで総合的

な治療に対応しながら、患者本人と向き合い、暮らし

を支えている。専門分野は、精神疾患の分子遺伝学、

神経生化学、薬理遺伝学、臨床神経薬理学。

いわた　なかお 粉川 進
愛知県精神医療センター 院長愛知県精神医療センター 院長

1983年に名古屋大学医学部を卒業後、同大学、静岡県

立病院養心荘（現静岡県立こころの医療センター）や

秋田大学で統合失調症やうつ病など精神疾患の臨床

にあたる。1995年より愛知県立城山病院(現愛知県精

神医療センター)に勤務し、2013年より現職。SST

(ソーシャル・スキル・トレーニング)などを活用した社

会復帰プログラムをはじめ、ACT(包括的地域生活支

援プログラム)チームによるアウトリーチ型の在宅支援

にも力を注いでいる。

こがわ　すすむ
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